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平 成 ２ ４ 年  第 １ ４回 仙 北 市 農 業 委 員 会総 会 議 事 録  

１ ． 開 催 日 時  平 成２ ４ 年 １ ２ 月 １ １ 日（ 火 ） 午 前 ９ 時 ０ ０分  

２ ． 開 催 場 所  仙 北市 役 所 西 木 庁 舎 総 合開 発 セ ン タ ー 集 会 室  

３ ． 出 席 委 員  (２６人 ) 

       １ 番  藤  村  紀  章       ２ 番  佐  藤    和  

       ３ 番  野  中  秀  人       ４ 番  三  浦    猛  

       ５ 番  糸  井    淳       ６ 番  倉  橋  重  基  

       ７ 番  新  山  昌  樹       ８ 番  大  山  久  雄  

       ９ 番  鈴  木  八 寿 男      １ ０ 番  藤  川    栄  

      １ １ 番  黒  沢  龍  己      １ ２ 番  青  柳  良  成  

      １ ３ 番  真  崎  純  孝      １ ４ 番  高  橋  政  敏  

      １ ５ 番  門  脇  博  美      １ ６ 番  山  手  善  美  

      １ ７ 番  石 郷 岡  勇  一      １ ８ 番  千  葉  惣  永  

      １ ９ 番  佐  藤  善  栄      ２ ０ 番  藤  原  由  悦  

      ２ ２ 番  山  本    實      ２ ３ 番  佐  藤  孝  典  

      ２ ４ 番  藤  村  隆  清      ２ ５ 番  辻      均  

      ２ ６ 番  沢  山  純  一      ２ ７ 番  羽  川  正  幸  

４ ． 欠 席 委 員  (１人 ) 

２ １ 番  田  村  博  美  

５ ． 議 事 日 程  

    第 １  開 会 宣 言                                 

第 ２  会 長 挨 拶                                 

第 ３  議 事 録 署 名 員並 び に 会 議 書 記 の 指名                     

  第 ４  会 務 諸 報告                                



  第 ５   

   １ ． 報   告  

    （ １ ） 建 議書 の 提 出 に つ い て  

    （ ２ ） 農 地法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項の 規 定 に よ る 届 出 につ い て  

（ ３ ） 農 地 改 良 届 出書 に つ い て  

   ２ ． 議   事  

    （ １ ） 議 案第 ４ ８ 号    

       農 地法 第 ３ 条 の 規 定 に よる 許 可 申 請 に 対 す る可 否 決 定 に つ い て  

    （ ２ ） 議 案第 ４ ９ 号    

       農 地法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規定 に よ る 許 可 申 請 に対 す る 可 否 決 定 に つい て  

    （ ３ ） 議 案第 ５ ０ 号  

       農 業経 営 基 盤 強 化 促 進 法に 基 づ く 農 用 地 利 用集 積 計 画 に 対 す る 意見 決 定  

に つ い て  

（ ４ ） 議 案 第 ５ １ 号  

       仙 北農 業 振 興 地 域 整 備 計画 に 対 す る 意 見 決 定に つ い て  

（ ５ ） そ の 他  

  第 ６  閉    会  

６ ． 事 務 局 職 員  

    事 務 局 長  田  口  安  業       参   事  竹  下  義  博  

    主   任  藤  原  正  輝       主   任  小 木 田  満  洋  

  農 山 村 活 性 課  

主   査  樫  尾    健  

７ ． 書    記  

        主   任  小 木 田  満  洋  



８ ． 議 事 録 署 名 員  

          １ 番  藤  村  紀  章         ２ 番  佐  藤    和  

９ ． 会 議 の 概 要  

 議   長    た だ 今 か ら 平 成 ２ ４ 年 第 １ ４ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま

す 。  

 議   長    予 定 よ り 早 く 冬 が 来 て し ま っ た と い っ た と こ ろ で し ょ う か 。 冬 囲 い か

ら 野 菜 の 取 り 入 れ 等 で 皆 さ ん も 忙 し い 時 期 と 思 わ れ ま す 。 ２ 、 ３ 日 前 に

私 用 で 東 京 へ 行 っ て き ま し た が 、 東 京 は 快 晴 で し た 。 こ ち ら へ 近 づ く に

つ れ て 雪 景 色 が 濃 く な っ て く る の を 目 の 当 た り に し 、 ヒ ヤ ヒ ヤ し な が ら

帰 っ て ま い り ま し た 。 そ れ で は 、 今 年 最 後 の 総 会 と な り ま す の で 、 ご 協

力 議 よ ろ し く お 願 いい た し ま す 。  

 議   長    そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ６ 名 。 欠 席 委 員 は １ 名 で す 。

よ っ て 、 本 総 会 は 定足 数 に 達 し て お り ます 。  

 議   長    次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い

で し ょ う か 。  

        『異 議 な し 』 の 声  

 議   長    そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ 番 藤 村 委 員 、 ２ 番 佐 藤 委 員 両 名 を 指 名 し ま

す 。 会 議 書 記 に は 小木 田 主 任 を 指 名 し ます 。  

 議   長    本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に

従 い 進 行 い た し ま す。 ご 異 議 ご ざ い ま せん か 。  

『 異 議 な し 』 の 声  

 議   長    異議 な し と 認 め ま す 。そ れ で は 日 程 ４ 、 会務 諸 報 告 を お 願 い しま す 。  

  田 口 局 長    《会 務 諸 報 告 、 報 告 １の 朗 読 及 び 説 明 》 （９ 時 ８ 分 ）  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受



け し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま

す 。 事 務 局 よ り お 願い し ま す 。  

 小 木 田 主 任   報 告 ２ 、 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 届

出 が １ 件 あ り 、 受 理 し た 旨 を ご 報 告 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 資 料 に 記 載

の と お り で ご ざ い ま す 。 相 続 に よ る 所 有 権 の 取 得 と な っ て お り ま す 。 報

告 ２ に つ い て は 以 上で す 。  

 藤 原 主 任    報 告 ３ 、 農 地 改 良 届 の 提 出 が あ っ た の で ご 報 告 し ま す 。 届 出 人 は ○ ○

地 区 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 は ○ ○ ９ ７ 番 地 １ と ９ ８ 番 地 １ 。 面 積 が 合

計 ２ ， ７ ８ ２ ㎡ で す 。 実 施 期 間 が 平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 １ ７ 日 か ら 平 成 ２ ５

年 ５ 月 ３ １ 日 と な っ て お り ま す 。 現 在 よ り も １ ５ ０ ｃ ｍ ほ ど 高 く し て 大

区 画 圃 場 に す る 計 画 で す 。 工 事 に つ き ま し て は 届 出 人 が 施 工 す る 計 画 で

す 。 隣 接 か ら の 同 意 も い た だ い て お り ま す の で 問 題 な い と 思 わ れ ま す 。

以 上 で す 。  

 議   長    報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ４ ８ 号 、 農 地

法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上 程 し ま

す 。 説 明 を お 願 い しま す 。  

 小 木 田 主 任   議 案 第 ４ ８ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定

に つ い て 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の

で 審 議 の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 １ １ 日 提 出 。 仙 北

市 農 業 委 員 会 会 長 羽川 正 幸 。  

 小 木 田 主 任   内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ 番 地 。

登 記 簿 現 況 共 に 田。面 積 が ９ ６ ４ ㎡ 。３条 有 償 移 転 の 案 件 でご ざ い ま す 。

譲 渡 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ０ 歳 。 譲 受 人 は 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ

ん ６ ２ 歳 。 申 請 事 由 は 資 金 が 必 要 な た め 売 却 と な っ て お り ま す 。 譲 受 人



に つ き ま し て は 退 職 後 、 自 己 所 有 農 地 の み で 営 農 し て お り ま し た が 、 規

模 を 拡 大 し た い と い う こ と で 今 回 の 申 請 に 至 っ た と の こ と で す 。 こ の 他

に ２ 件 の 申 請 が あ り 、 下 限 面 積 要 件 は 該 当 し ま せ ん 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人

員 は ６ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 。 備 考 と い た し ま し て 、 売 買 単 価 が １ ０ ａ

当 た り ３ １ １ ， ２ ０ ３ 円 の 総 額 ３ ０ 万 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て

整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ９ ７ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積

が ７ ９ ４ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は ○ ○ 地 区 の ○

○ さ ん ４ ４ 歳 。 譲 受 人 は 整 理 番 号 １ 番 と 同 じ く ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 相

手 方 の 要 望 と な っ て お り ま す 。 申 請 地 に つ き ま し て は 、 譲 受 人 の 自 宅 付

近 で 譲 受 人 所 有 農 地 の 隣 接 地 で ご ざ い ま す 。 備 考 と い た し ま し て 、 売 買

単 価 が １ ０ ａ 当 た り５ ０ ３ ，７ ７ ８円 の総 額 ４ ０ 万 円 と な って お り ま す 。

続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ ８ ３ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況

共 に 田 。 面 積 が １ ４ ㎡ 。 合 計 １ ８ 筆 の １ ３ ， ２ ５ ３ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は ○ ○ 県 の ○ ○ さ ん ５ ８ 歳 。 譲 受 人 は ○ ○ 地

区 の ○ ○ さ ん ５ １ 歳 。 申 請 事 由 は 、 共 有 持 ち 分 全 部 移 転 と な っ て お り ま

す 。 申 請 地 に つ き ま し て は 、 共 有 地 と な っ て お り ま す 。 共 有 者 は 譲 受 人

の ○ ○ さ ん で ご ざ い ま す 。 以 前 か ら 、 譲 受 人 が 利 用 権 を 設 定 し 耕 作 し て

い た 農 地 で ご ざ い ま す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ６ 人 中 ４ 人 が 農 作 業 従 事

と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ ５ ６

番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ２ ， ７ ６ ３ ㎡ 。 合 計 １ ８ 筆 の ２ ２ ，

０ ０ ４ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 、 後 継 者 へ 一 括 贈 与 す る 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲

渡 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ７ 歳 。 譲 受 人 は 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん

３ ０ 歳 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ６ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。

続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ３ ２ 番 地 。 登 記 簿 現 況 共 に



田 。 面 積 が １ ， ０ ２ ７ ㎡ 。 合 計 ２ 筆 の ２ ， ０ ３ ５ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ８ ４ 歳 。 借 受 人 は 同 じ

く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ５ 歳 。 申 請 事 由 は 、 前 借 受 人 よ り 農 地 の 返 還 を

受 け た た め と な っ て お り ま す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ５ 人 中 １ 人 が 農 作

業 従 事 。 備 考 と い た し ま し て 、 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り １ ６ 千 円 の 年 額 ３

２ 千 円 。 期 間 が 許 可 日 よ り ３ 年 間 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番

号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ ９ ３ 番 地 ８ 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ８

１ ９ ㎡ 。合 計４ 筆 の１ ，８ ３ ４ ㎡。３ 条賃 貸 借 新 規 の 案 件 でご ざ い ま す 。

貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ８ 歳 。 借 受 人 は 整 理 番 号 １ 番 、 ２ 番 と 同

じ く ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 貸 付 人 が 相 手 方 の 要 望 。 借 受 人 が 経 営 規 模 の

拡 大 。 備 考 と い た し ま し て 、 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り １ ４ ， ４ ６ ０ 円 の 年

額 ２ ６ ， ５ ２ ０ 円 。 期 間 が 許 可 日 よ り ３ 年 間 と な っ て お り ま す 。 続 き ま

し て 整 理 番 号 ７ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ５ ４ 番 地 ２ 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。

面 積 が ９ ９ ５ ㎡ 。 合 計 １ ７ 筆 の ２ ０ ， ９ ３ １ ㎡ 。 ３ 条 使 用 貸 借 新 規 の 案

件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は ○ ○ さ ん ６ ２ 歳 。 借 受 人 は ○ ○ さ ん ３ ５ 歳 。

双 方 ○ ○ 地 区 在 住 の 親 子 で ご ざ い ま す 。 申 請 事 由 は 経 営 移 譲 年 金 受 給 の

た め と な っ て お り ま す 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 。 備

考 と い た し ま し て 、 期 間 が 許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て お り ま す 。 整 理

番 号 ８ 番 、 ９ 番 に つ き ま し て は 更 新 の 案 件 と な っ て お り ま す の で 説 明 は

割 愛 さ せ て い た だ きま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説明 が 終 わ り ま し た。現 地 確 認 報 告 に 入 りま す 。 整 理 番 号 １番、 ２ 番 、

６ 番 に つ い て は １ ２番 青 柳 委 員 お 願 い しま す 。  

 12 番 青 柳    《整 理 番 号 １ 番 、 ２ 番、 ６ 番 に つ い て 、 農地 法 第 ３ 条 調 書 に 基づ き現

地 確 認 報 告 》  



 議   長    次に 、 整 理 番 号 ３ 番 につ い て は ７ 番 新 山 委員 よ り お 願 い し ま す。  

 ７ 番 新 山    《整 理 番 号 ３ 番 に つ いて 、 農 地 法 第 ３ 条 調書 に 基 づ き 現 地 確 認報 告 》  

 議   長    次 に 、 整 理 番 号 ４ 番 と ７ 番 に つ い て は 、 １ ４ 番 高 橋 委 員 よ り お 願 い し

ま す 。  

 14 番 高 橋    《整 理 番 号 ４ 番 、 ７ 番に つ い て 、 農 地 法 第３ 条 調 書 に 基 づ き 現地 確認

報 告 》  

 議   長    次に 、 整 理 番 号 ５ 番 につ い て は 、 ８ 番 大 山委 員 よ り お 願 い し ます 。  

 ８ 番 大 山    《整 理 番 号 ５ 番 に つ いて 、 農 地 法 第 ３ 条 調書 に 基 づ き 現 地 確 認報 告 》  

 議   長    現地 確 認 報 告 が 終 わ りま し た 。 ご 意 見 ご 質問 等 ご ざ い ま せ ん か。  

『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ８ 号 に つ き ま し て は 許 可 す る こ と に ご 異

議 ご ざ い ま せ ん か 。  

『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ８ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と

に 決 定 し ま す 。 （ ９時 ３ ２ 分 ）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ４ ９ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ

い て を 上 程 し ま す 。説 明 を お 願 い し ま す。  

 竹 下 参 事    議 案 第 ４ ９ 号 。 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で

審 議 を 求 め る 。 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 １ １ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 。

羽 川 正 幸 。  

 竹 下 参 事    内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 と ２ 番 に つ い て は 、 ソ フ ト バ

ン ク モ バ イ ル の 移 動 通 信 用 鉄 塔 設 置 工 事 の 際 に 利 用 す る 資 材 置 き 場 、 一

時 転 用 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ３ ６ 番 地



１ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ９ ５ ６ ㎡ の う ち ２ ６ ０ ㎡ 。 権 利 は 使 用 貸

借 権 の 設 定 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は ○ ○

県 の 株 式 会 社 ○ ○ で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ４

７ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ２ ， ７ ０ ５ ㎡ の う ち ３ １ １ ㎡ 。 貸

付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 整 理 番 号 １ 番 と 同 じ く 株 式 会 社 ○

○ で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ 番 地 ２ 。 登 記 簿

現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ３ ３ ㎡ 。 所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人

は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 転 用 目 的 は 一 般

個 人 住 宅 。 転 用 理 由 は 、 以 前 よ り ○ ○ に 住 宅 用 地 を 探 し て お り 、 今 回 立

地 及 び 面 積 等 の 条 件 が 合 う 本 申 請 地 を 取 得 し 、 住 宅 建 設 を 計 画 し た と な

っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 整 理 番 号 ３ 番 に 関 連 し た 案 件

で ご ざ い ま す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ 番 地 ３ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が

２ ０ ８ ㎡ 。 所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ

ん 。 譲 受 人 は 整 理 番 号 ３ 番 と 同 じ く ○ ○ さ ん 。 転 用 目 的 、 理 由 は 整 理 番

号 ３ 番 と 同 様 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ ５ 番

地 ５ 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ４ ４ ３ ㎡ 。 権 利 は 使 用 貸 借 権 の 設 定 で

す 。 貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は ○ ○ 県 の ○ ○ さ ん 。 転 用 目

的 は 一 般 個 人 住 宅 。 転 用 理 由 は 住 宅 建 築 の た め と な っ て お り ま す 。 詳 細

に つ い て は 別 冊 資 料 を ご 覧 に く だ さ い 。 資 料 始 め に 整 理 番 号 １ 番 の 案 内

図 を 載 せ て い ま す 。 申 請 地 の 位 置 は 市 道 ○ ○ 線 か ら ○ ○ 線 に 入 り 、 数 キ

ロ ほ ど 進 ん だ と こ ろ 、 ○ ○ 酒 店 の 道 路 向 か い の 土 地 で ご ざ い ま す 。 次 に

事 業 計 画 に つ い て で す 。 事 業 費 は 総 額 ５ ０ ０ 万 円 。 内 訳 は 記 載 の と お り

で ご ざ い ま す 。 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で す 。 次 に 、 被 害 防 除 計 画 に つ

い て で す 。 周 囲 へ の 土 砂 の 流 出 、 堆 積 等 を 防 ぐ た め に 緩 衝 地 を 設 け る 計



画 で す 。 汚 水 等 に つ き ま し て は 、 簡 易 ト イ レ を 設 置 し 汲 み 取 り で 対 応 し

ま す 。 雨 水 は 自 然 流 下 す る 計 画 で す 。 次 に 復 元 計 画 に つ い て で す 。 敷 鉄

板 を 撤 去 し 、 元 の 状 態 に 復 元 す る 計 画 で す 。 実 施 期 間 は 平 成 ２ ５ 年 ４ 月

１ ５ 日 か ら ４ 月 ３ ０ 日 ま で を 予 定 し て お り ま す 。 復 元 費 用 は 合 計 ２ ５ 万

円 で す 。資 料 ７ ページ か ら ９ ペ ー ジ に 各種 図 面 を 載 せ て お りま す 。次 に 、

整 理 番 号 ２ 番 に つ い て で す 。 申 請 地 の 位 置 は 、 国 道 ○ ○ 号 線 沿 い の ○ ○

事 務 所 の 市 道 を 挟 ん で 向 か い 側 の 農 地 で す 。 事 業 計 画 、 被 害 防 除 計 画 、

復 元 計 画 に つ い て は 整 理 番 号 １ 番 と 同 様 の 内 容 と な っ て お り ま す の で 割

愛 さ せ て い た だ き ま す 。 資 料 １ ６ ペ ー ジ か ら １ ８ ペ ー ジ に 各 種 図 面 を 載

せ て い ま す 。 次 に 、 整 理 番 号 ３ 番 、 ４ 番 に つ い て で す 。 申 請 地 の 位 置 は

国 道 ○ ○ 号 線 か ら ○ ○ 付 近 を 市 道 に 入 り 数 百 メ ー ト ル 進 ん だ と こ ろ で

す 。 次 に 事 業 計 画 に つ い て で す 。 事 業 費 は 総 額 ２ ， ４ ０ ０ 万 円 。 内 訳 は

記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で す 。 一 体 と し て

利 用 す る 農 地 以 外 の 土 地 が あ り ま す 。 隣 接 す る 宅 地 で 所 有 者 は 本 人 で ご

ざ い ま す 。 次 に 被 害 防 除 計 画 に つ い て で す 。 隣 接 す る 宅 地 と 同 レ ベ ル に

て 整 地 し 、隣 接農 地と の 境 界 は 法 面 を 設け 土 砂 の 流 出 等 を 防ぐ 計 画 で す 。

汚 水 、 生 活 雑 排 水 は 合 併 浄 化 槽 、 雨 水 は 自 然 流 下 す る 計 画 で す 。 資 料 ２

５ ペ ー ジ か ら ３ １ ペ ー ジ に 各 種 図 面 を 載 せ て お り ま す 。 次 に 、 整 理 番 号

５ 番 に つ い て で す。申 請 地 の 位 置 は 国 道○ ○ 号 線 、○ ○ 付近の 農 地 で す 。

次 に 事 業 計 画 に つ い て で す 。 事 業 費 が 総 額 １ ， ３ ７ ５ 万 円 。 内 訳 は 記 載

の と お り で す 。 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で す 。 他 法 令 に つ い て は 、 農 振

法 手 続 き 中 と あ り ま す が 、 許 可 見 込 み で ご ざ い ま す 。 次 に 被 害 防 除 計 画

に つ い て で す 。緩衝地 を 設 け 、隣 接 地への 土 砂 の 流 出 等 を 防ぐ 計 画 で す 。

汚 水 、 生 活 雑 排 水 に つ い て は 集 落 排 水 を 利 用 、 雨 水 は 自 然 流 下 す る 計 画



で す 。 資 料 ３ ８ ペ ー ジ か ら ４ ０ ペ ー ジ に 各 種 図 面 を 載 せ て い ま す 。 以 上

で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番

に つ い て は １ 番 藤 村委 員 よ り お 願 い し ます 。  

 １ 番 藤 村    １ １ 月 ２ ７ 日 に 事 業 主 、 竹 下 参 事 と 現 地 を 確 認 し て ま い り ま し た 。 地

域 住 民 へ の 説 明 会 等 を 開 催 し 、 地 域 の 方 々 か ら の 了 承 も 得 て お り ま す 。

子 供 達 の 通 学 路 に な る の で 工 事 の 際 に は 注 意 し て い た だ き た い と い う 要

望 が あ り ま し た 。 内 容 に つ い て は 事 務 局 の 説 明 の と お り で 、 隣 接 等 問 題

無 い こ と を 確 認 し まし た 。 以 上 で す 。  

 議   長    次に 、 整 理 番 号 ２ 番 につ い て は １ ９ 番 佐 藤委 員 よ り お 願 い し ます 。  

 19 番 佐 藤    １１ 月 ２ ７ 日 に 事 業 主、 竹 下 参 事 と 現 地 を確 認 し て ま い り ま した 。○

○ 事 務 所 の 真 向 か いと い う こ と で す が、同 意 済 で す 。隣 接 地、周 辺 農 地 、

周 辺 住 民 か ら も 了 承 済 と い う こ で し た 。 周 辺 農 地 等 へ の 影 響 も 無 く 問 題

無 い こ と を 確 認 し てま い り ま し た 。  

 議   長    次 に 、 整 理 番 号 ３ 番 と ４ 番 に つ い て は ２ ３ 番 佐 藤 委 員 よ り お 願 い し ま

す 。  

 23 番 佐 藤    １１ 月 ２ ７ 日 に 申 請 代理 人 で あ る 伊 藤 住 宅の 渡 辺 さ ん と い う 方と 竹下

参 事 と 現 地 を 確 認 し て ま い り ま し た 。 隣 接 農 地 の 所 有 者 へ 確 認 し た と こ

ろ 、 問 題 無 い と い う こ と で し た 。 そ の 他 隣 接 地 は 原 野 等 と な っ て お り ま

す の で 問 題 無 い こ とを 確 認 し ま し た 。 以上 で す 。  

 議   長    次に 、 整 理 番 号 ５ 番 につ い て は ２ ４ 番 藤 村委 員 よ り お 願 い し ます 。  

 24 番 藤 村    １１ 月 ２ ０ 日 に 竹 下 参事 と 小 松 建 設 の 設 計担 当 の 方 と 確 認 し てま いり

ま し た 。申 請 地 北側に 農 地 が あ り ま す が、５ メ ー ト ル ほ ど離れ て い ま す 。

日 照 、 落 雪 等 で の 影響 は 無 い と 確 認 し てま い り ま し た 。 以 上で す 。  



 議   長    現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て ご 意 見 ご 質 問 等

ご ざ い ま せ ん か 。  

 議   長    電波 塔 用 地 を 借 り 受 ける 際 の 賃 借 料 は ど こも 同 じ で す か 。  

 竹 下 参 事    手元 に 資 料 は あ り ま せん が 、 地 域 に よ っ て違 う と 思 い ま す 。  

 議   長    他に あ り ま せ ん か 。  

 10 番 藤 川    議長 。  

 議   長    どう ぞ 。  

 10 番 藤 川    整理 番 号 １ 番 と ２ 番 につ い て で す が 、 株 式会 社 ○ ○ の 事 業 所 はど こに

あ り ま す か 。 所 在 地 が 宮 城 県 と な っ て お り ま す が 、 事 業 計 画 の 事 業 所 か

ら 申 請 地 ま で の 距 離 が ４ ０ キ ロ と 記 載 さ れ て お り ま す が 、 県 内 に 事 業 所

が あ る の で す か 。 ま た 、 全 く 同 様 の 内 容 に な っ て お り ま す が 、 本 来 で あ

れ ば こ の 距 離 等 も 若干 違 っ て く る と 思 いま す が 。  

 竹 下 参 事    恐 ら く 下 請 け 業 者 の 事 業 所 か ら の 距 離 だ と 思 い ま す が 、 後 日 確 認 を 取

り ま す 。 事 業 内 容 が 同 様 と な っ て い る の は 工 事 内 容 が ほ ぼ 同 様 の 内 容 と

な っ て い る か ら で す 。 距 離 等 は 若 干 違 い が あ る と 思 い ま す の で 確 認 し て

後 日 修 正 し ま す 。  

 議   長    他に あ り ま せ ん か 。  

『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご

ざ い ま せ ん か 。  

『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と

に 決 定 し ま す 。      （ ９ 時 ５ ４ 分）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ５ ０ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て



を 上 程 し ま す 。 説 明を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    議 案 第 ５ ０ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画

に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に

基 づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り

諮 問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月

１ １ 日 提 出 。 仙 北 市農 業 委 員 会 会 長 、 羽川 正 幸 。  

 藤 原 主 任    内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 、 農 地 の 所 在 が ○ ○ ２ ６ ３ 番

地 。登 記 簿 現 況 共に田 。面 積 が １ ，６０９ ㎡ 。 合 計 ２ 筆 の２，５ ３ ８ ㎡ 。

所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 所 有 者 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ６ 歳 。

移 転 を 受 け る 方 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ４ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。

売 買 価 格 が １ ０ ａ 当 た り ３ ９ ４ ， ０ １ １ 円 の 総 額 １ ０ ０ 万 円 。 資 金 は 自

己 資 金 で の 対 応 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 、 農 地 の 所

在 が ○ ○ ６ ０ 番 地 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， ０ ２ ７ ㎡ 。 合 計 ４ 筆

の ３ ， ６ ３ ７ ㎡ 。 所 有 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ３ ９ 歳 。 移 転 を 受 け る の

は 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ９ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格

は １ ０ ａ 当 た り ４ ４ ２ ， ８ ０ ４ 円 の 総 額 １ ， ６ １ ０ ， ４ ８ ０ 円 。 ス ー パ

ー Ｌ 資 金 を 活 用 す る 予 定 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が

○ ○ ６ ３ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ４ ２ ８ ㎡ 。 申 請 人 は 整 理 番

号 ２ 番 と 同 様 で す 。 単 価 等 も 同 様 と な っ て お り ま す が 、 こ ち ら の 農 地 だ

け 農 振 農 用 地 外 と い う こ と で 別 案 件 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理

番 号 ４ 番 。農地 の 所在 が ○ ○ ８ ８ 番 地 １。登 記 簿 現 況共 に 畑。面 積 が １ ．

２ ５ ㎡ 。 合 計 ７ 筆 の ５ ， ５ ２ ６ ． ２ ５ ㎡ 。 所 有 者 が ○ ○ 市 の ○ ○ さ ん ７

２ 歳 。 移 転 を 受 け る 方 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ １ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と

し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り １ ５ 万 円 の 総 額 ８ ２ ８ ， ９ ０ ０ 円 。 Ｊ Ａ



資 金 を 活 用 す る 予 定 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○

７ ６ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ８ ５ ７ ㎡ 。 合 計 ４ 筆 の ５ ， ０ ６

２ ㎡ 。 申 請 人 は 整 理 番 号 ４ 番 と 同 様 と な っ て お り ま す 。 申 請 内 容 も 同 様

で 、 こ ち ら の 案 件 も こ の ４ 筆 が 農 振 農 用 地 外 と い う こ と で 別 案 件 で の 上

程 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 利 用 権 設 定 の 案 件 に な り ま す 。 整 理 番

号 ６ 番 。農 地の 所 在が ○ ○ ３ ０ ６ 番 地 １。登 記 簿 現 況共 に 田。面 積 が １ ，

２ ６ ６ ㎡ 。 合 計 １ ３ 筆 の ２ ７ ， ０ ３ ８ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る の は ○ ○ 地

区 の ○ ○ さ ん ５ ２ 歳 。 受 け る の は 同 じ く ○ ○ 地 区 の 有 限 会 社 ○ ○ 。 利 用

目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 が ４ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り ６ 千 円 の 年 額

１ ６ ２ ， ２ ２ ８ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ９ 番 へ 移 り ま

す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ １ ０ 番 地 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， ７ ６

４ ㎡ 。 合 計 ２ 筆 の ７ ， ６ ０ ４ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る の は ○ ○ 地 区 の ○ ○

さ ん ７ ６ 歳 。 受 け る の は 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ４ ５ 歳 。 利 用 目 的 は

水 田 と し て 。 期 間 が １ ０ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り ２ １ 千 円 の 年 額 １

５ ９ ， ６ ８ ４ 円 と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 １ ０ 番 か ら は 再 設 定 の 案 件

と な っ て お り ま す 。 利 用 調 整 会 議 で も 問 題 な い と 判 断 さ れ た も の で す の

で 説 明 は 割 愛 さ せ てい た だ き ま す 。 以 上で す 。  

 議   長    説明 が 終 わ り ま し た 。ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざい ま せ ん か 。  

『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ５ ０ 号 に つ い て は 、 こ と と お り 策 定 す る こ

と に ご 異 議 ご ざ い ませ ん か 。  

『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ５ ０ 号 に つ い て は 適 正 で あ る と

認 め る こ と に 決 定 しま す 。    （ １ ０時 ０ ６ 分 ）  



 議   長    次 に 、 議 案 第 ５ １ 号 、 仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に

つ い て を 上 程 し ま す 。 本 議 案 は 市 農 山 村 活 性 課 、 樫 尾 主 査 よ り 説 明 を お

願 い し ま す 。  

 樫 尾 主 査    議案 第 ５ １ 号 。 仙北 農業 振 興 地 域 整 備 計 画に 対 す る 意 見 決 定 につ い て 。

農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 ３ 条 の ２ の 規 定 に 基 づ き 、

別 紙 の と お り 仙 北 農 業 地 域 整 備 計 画 の 変 更 に つ い て 、 仙 北 市 長 よ り 意 見

を 求 め ら れ た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月

１ １ 日 提 出 。 仙 北 市農 業 委 員 会 会 長 、 羽川 正 幸 。  

 樫 尾 主 査    内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 始 め に 編 入 に つ い て で す 。 整 理 番 号 １ 番 。

申 請 人 が ○ ○ 市 の ○ ○ さ ん 。 関 係 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ ２ ５ 番 地 ２ 。 地 目

が 田 。 他 ３ 筆 の 合 計 ５ ， ０ ９ ８ ㎡ で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 申 請

人 が ○ ○ 地 区 の ○ ○さ ん 。関 係 農 地 の所在 が ○ ○ １ ４ ６ 番 地。地 目 が 田 。

合 計 ４ 筆 の ２ ， ６ ０ ０ ㎡ で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 申 請 人 が ○ ○

地 区 の ○ ○ さ ん 。 関 係 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ ４ ７ 番 地 。 地 目 が 田 。 面 積 が

３ ５ ７ ㎡ で す 。続きま し て 整 理 番 号 ４ 番。申 請 人 が ○ ○ 地区の ○ ○ さ ん 。

関 係 農 地 の 所 在 が ○○ １ ４ ９ 番 地。地 目が 田 。面 積 が２ ，２６ ５ ㎡ で す 。

こ の ４ 件 で す が 、 変 更 理 由 が 地 域 の 特 性 に 即 し た 農 業 の 振 興 を 図 る た め

と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 用 途 変 更 の 案 件 で ご ざ い

ま す 。 申 請 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ １ 番 地 ３ ３ 。 地

目 が 原 野 。 面 積 が ２ ２ ， ３ １ ４ ㎡ 。 変 更 理 由 は 大 規 模 肉 用 牛 肥 育 団 地 整

備 事 業 に 係 る 用 途 変 更 と な っ て お り ま す 。 別 冊 資 料 に 各 案 件 の 各 種 図 面

を 載 せ て い ま す の で 参 考 に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 整 理 番 号 ５ 番

に つ い て は 、 担 当 者 か ら の 事 業 説 明 を 予 定 し て お り ま し た が 、 公 務 の 関

係 上 欠 席 と な り ま した の で ご 了 承 願 い ます 。 以 上 で 説 明 を 終わ り ま す 。  



 議   長    説明 が 終 わ り ま し た 。ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざい ま せ ん か 。  

 ５ 番 糸 井    議長 。  

 議   長    どう ぞ 。  

 ５ 番 糸 井    整 理 番 号 ５ 番 に つ い て で す が 、 地 域 住 民 は 納 得 し て い ま す か 。 ま た 、

今 後 の 進 め 方 等 、 担 当 者 が 不 在 と い う こ と で す が 知 り 得 る 範 囲 で 教 え て

い た だ き た い 。 何 故 か と い う と 、 こ の 件 に 関 し て は マ ス コ ミ 等 の 報 道 に

よ っ て 初 め て 、 地 域 住 民 が 知 っ た と の こ と で し た 。 こ の よ う な 周 知 方 法

は お か し い と 思 い ます が 。  

 議   長    こ の 件 に 関 し て は 、 私 が 知 る 範 囲 で 説 明 し ま す 。 内 容 に つ い て は 県 か

ら ま だ 周 知 し て は い け な い と 押 さ え 込 ま れ て い た た め 、 地 域 住 民 へ の 説

明 等 が で き な か っ たと の こ と で し た 。  

 田 口 局 長    こ れ に つ き ま し て は 、 １ １ 月 ２ １ 日 に 産 業 建 設 常 任 会 議 の 協 議 会 の 中

で 資 料 を 出 し て 説 明 が あ り ま し た 。 そ こ に 魁 の 記 者 が 入 っ て い た と い う

こ と で 記 事 に な っ て し ま っ た と 思 い ま す 。 委 員 の 方 か ら 地 域 で の 説 明 会

等 は 開 い た の か と い う 質 問 が 出 ま し た 。 そ の と き は ま だ 開 催 し て い な い

と い う こ と で 、 そ の 後 １ 度 説 明 会 を 開 催 し ま し た が 、 非 常 に お 叱 り を 受

け て き た と い う こ と で し た 。 今 後 は 地 域 の 皆 さ ん へ の 説 明 を よ り 良 く し

て い き た い と い う こと で し た 。  

 議   長    と い う こ と で す が 、 納 得 は い か な い と 思 い ま す が 、 黒 沢 委 員 か ら 何 か

あ り ま せ ん か 。  

 11 番 黒 沢    １２ 月 の 定 例 会 で は 、こ れ が 一 番 の 問 題 にな る と 思 い ま す 。 現状 は先

程 局 長 が 話 し た と お り で ご ざ い ま す 。 ９ 月 の 定 例 会 で の 市 政 報 告 の 中 で

○ ○ に 肥 育 団 地 を 持 っ て く る 計 画 で あ る と い う 話 が あ り ま し た 。 そ の 後

近 隣 住 民 へ の 連 絡 等一 切 無 く 、１ ０名 ほど 集 め た 中 で 説 明 があ り ま し た 。



こ れ は 事 前 が 無 く て 事 後 承 諾 の よ う な 説 明 で あ り 、 １ ０ 名 だ け へ の 説 明

で は 納 得 で き な い と い う こ と で す 。 こ れ は 行 政 の 進 め 方 と し て は 考 え ら

れ な い と 思 い ま す 。以 上 で す 。  

 議   長    今 後 市 が ど の よ う に 説 明 し 、 進 め て い く の か 我 々 も 注 意 し て 見 て い か

な け れ ば な ら な い と思 い ま す 。  

 22 番 山 本    議長 。  

 議   長    どう ぞ 。  

 22 番 山 本    土地 の 所 有 者 が ○ ○ 地区 の 方 で す が 、 こ の方 は 肥 育 団 地 に つ いて は承

諾 し て い る の で し ょ う か 。 ま た 、 周 辺 の 土 地 を 借 り て タ バ コ を 栽 培 し て

い る 方 も い ま す が 、 こ の 事 業 が 承 認 さ れ た 場 合 は 、 周 辺 の 方 々 は 土 地 を

返 却 し な け れ ば な らな い の か 。 知 り 得 る範 囲 で 教 え て く だ さい 。  

 田 口 局 長    土 地 の 内 諾 は 得 て い る と の こ と で し た 。 規 模 を 拡 大 す る 際 に は 周 辺 も

係 っ て く る と 思 い ま す が 、 そ れ も 内 諾 済 と い う こ と で し た 。 そ れ 以 降 の

進 捗 は 把 握 し て い ませ ん 。  

 議   長    他に あ り ま せ ん か 。  

 ３ 番 野 中    議長 。  

 議   長    どう ぞ 。  

 ３ 番 野 中    用 途 変 更 に つ い て で す が 、 先 程 か ら 進 め 方 が 悪 い と い う 意 見 が 出 て い

ま す が 、 そ の 通 り で あ り 、 市 と し て は 地 域 住 民 へ の 説 明 を き っ ち り と 行

い 、 承 諾 を 得 る べ き だ と 思 い ま す 。 ま た 、 漁 業 組 合 に も 説 明 が 必 要 に な

る と 思 い ま す 。 温 泉 の 件 で も 漁 業 組 合 関 係 で 時 間 が 掛 か っ た と い う 経 緯

が あ る か ら で す 。 以上 で す 。  

 議   長    そ れ で は 、 議 案 第 ５ １ 号 に つ い て は 地 域 住 民 、 そ の 他 関 係 機 関 へ の 説

明 を 十 分 に す る と い う 意 見 を 付 し て 認 め る こ と に し て は い か が で し ょ う



か 。  

 11 番 黒 沢    議長 。  

 議   長    どう ぞ 。  

 11 番 黒 沢    今一 番 の 問 題 は 住 民 に対 す る 説 明 の 順 序 が逆 だ と い う と こ ろ です 。事

業 事 態 は メ リ ッ ト の あ る も の だ と 思 い ま す 。 住 民 が 考 え て い る デ メ リ ッ

ト を 払 拭 す る た め に も 、 障 害 が 生 じ た 場 合 の 具 体 的 な 対 処 法 等 を 示 さ な

け れ ば な ら な い と 思い ま す 。  

 議   長    他に あ り ま せ ん か 。  

『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    そ れ で は 、 議 案 第 ５ １ 号 に つ い て は 、 地 域 住 民 、 そ の 他 関 係 機 関 へ の

説 明 を 十 分 に す る と い う 条 件 を 満 た し た う え で 適 正 と 認 め る こ と に ご 異

議 ご ざ い ま せ ん か 。  

『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ５ １ 号 に つ い て は 意 見 を 付 し て

認 め る こ と に 決 定 しま す 。   （ １ ０ 時３ ４ 分 ）  

 議   長    予 定 さ れ て い た 議 案 が 終 了 し ま し た 。 次 に 、 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等

ご ざ い ま し た ら お 願い し ま す 。  

《 推 薦 委 員 か ら の 報告 無 し 》  

 議   長    それ で は 協 議 に 移 り ます 。 事 務 局 よ り お 願い し ま す 。  

 藤 原 主 任    始め に 、 選 挙 人 名 簿搭載 申 請 書 に つ い て です 。 流 れ と い た しまし て は 、

農 家 へ の 通 知 が １ ２ 月 １ ７ 日 。 提 出 期 限 が 平 成 ２ ５ 年 １ 月 ８ 日 。 通 知 方

法 は 個 人 宛 に 郵 送 す る 計 画 で す 。 郵 送 す る 際 に 返 信 用 封 筒 を 同 封 し 、 各

農 家 か ら 返 信 し て い た だ く こ と に な り ま す 。 資 格 審 査 は １ 月 ２ ５ 日 に 予

定 し て お り ま す 。 審 査 後 、 市 選 挙 管 理 委 員 会 へ 提 出 。 期 限 は １ 月 ３ １ 日



と な っ て お り ま す 。 次 に 、 人 、 農 地 プ ラ ン に つ い て で す 。 委 員 の 皆 さ ん

か ら も ご 協 力 を い た だ き 、 座 談 会 を 開 催 し ま し た 。 夏 場 は な か な か 人 が

集 ま ら な か っ た の で す が 、 １ １ 月 に 開 催 し た 際 に は 会 場 に よ っ て は １ ０

名 以 上 の 農 家 の 方 が 出 席 し て い た だ い た と い う と こ ろ も あ り 、 徐 々 に プ

ラ ン が 浸 透 し て き た の か な と 思 い ま し た 。 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル で す が 、

全 体 会 議 を １ ２ 月 １ ８ 日 に ３ 地 区 に 分 け て 説 明 会 を 開 く 予 定 で す 。 座 談

会 で は 事 業 の 説 明 だ け で し た が 、 こ の 説 明 会 で 規 模 拡 大 す る 方 、 や め る

方 を ピ ッ ク ア ッ プ し て 、 そ の 結 果 を １ ２ 月 １ ８ 日 か ら １ ２ 月 ２ ５ 日 ま で

の 縦 覧 期 間 を 設 け る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 予 定 で は １ ２ 月 ２ ６ 日 に

人 、 農 地 プ ラ ン の 協 議 会 を 行 う と い う こ と で す 。 こ れ を 持 っ て プ ラ ン の

完 成 と な り ま す 。 そ の 後 の 修 正 等 も で き ま す が 、 今 年 度 は そ の プ ラ ン で

進 め る こ と に な り ます の で よ ろ し く お 願い い た し ま す 。 以 上で す 。  

 竹 下 参 事    続 き ま し て 農 業 委 員 会 だ よ り に つ い て で す 。 １ 月 １ 日 発 行 の も の で す

が 、 今 現 在 で き て い る も の で す が 、 お 気 付 き の 点 が あ り ま し た ら 早 め に

事 務 局 へ ご 連 絡 い ただ き た い と 思 い ま す。 以 上 で す 。  

         （ 閉  会 ）  

 議   長    以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ４ 年 第 １ ４ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い

た し ま す 。 お 疲 れ 様で し た 。 （ １ ０ 時 ５１ 分 ）  

      

      

 

 

 

 



上 記 の と お り 会 議 の顛 末 を 記 載 し 、 相 違な い こ と を 認 め 署 名す る 。  

        平 成 ２ ５ 年  ２ 月  ８ 日  

                 議    長         羽  川  正  幸           

                    署  名  員    １番    藤  村  紀  章           

                    署  名  員    ２番    佐  藤    和           

 


